
　

夢
を
持
て
な
い
若
者

　

人
口
減
は
国
家
消
滅
の
危
機

　

日
本
青
少
年
研
究
所
の
調
査
に
よ
る
と

「
自
国
の
経
済
は
持
続
的
に
発
展
す
る
だ
ろ

う
」
と
考
え
て
い
る
高
校
生
は
、
図
1
の

通
り
日
本
で
は
３
割
弱
。
米
国
の
約
６
割
、

中
国
の
約
９
割
、
韓
国
の
約
７
割
と
比
較

し
、
未
来
を
担
う
日
本
の
高
校
生
の
将
来

観
は
き
わ
め
て
悲
観
的
で
す
。
私
は
教
育

産
業
に
携
わ
る
以
上
、
次
世
代
の
若
者
た

ち
に
夢
を
持
っ
て
も
ら
い
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。
し
か
し
残
念
で
す
が
、
人
口
が

減
り
国
力
が
衰
退
す
る
中
で
夢
を
語
る
こ

と
は
難
し
く
、
若
い
世
代
が
明
る
い
未
来

を
描
け
な
い
気
持
ち
も
わ
か
ら
な
く
は
あ

り
ま
せ
ん
。

　

現
在
１
億
２
７
０
０
万
人
を
数
え
る
日

本
の
人
口
が
、
１
０
０
年
後
に
は
約
３
分

の
１
の
４
２
０
０
万
人
ま
で
減
少
す
る
と

い
う
推
計
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
ま
ま
い
け

ば
、
２
０
０
年
後
に
は
１
４
０
０
万
人
、

３
０
０
年
後
に
は
４
８
０
万
人
…
…
、
考

え
る
だ
け
で
も
恐
ろ
し
い
話
で
す
。
政
府

は
人
口
を
増
や
す
べ
く
様
々
な
取
り
組
み

を
進
め
て
い
ま
す
が
、
大
き
な
成
果
に
は

結
び
つ
い
て
い
ま
せ
ん
。
今
、
人
口
増
加

に
向
け
た
思
い
切
っ
た
手
を
打
た
な
け
れ

ば
、
子
孫
に
対
し
て
負
の
遺
産
を
残
す
ど

こ
ろ
か
、
ま
さ
に
国
家
消
滅
の
危
機
に
直

面
す
る
で
し
ょ
う
。

　

第
３
子
以
降
の
出
生
に

　

１
０
０
０
万
円
を
支
給

　

で
は
、
ど
う
す
れ
ば
人
口
増
加
社
会
を

実
現
で
き
る
の
で
し
ょ
う
か
。
子
ど
も
は

３
人
く
ら
い
が
理
想
と
す
る
家
庭
が
多
い

の
で
す
が
、
実
際
は
１
・
４
３
人
（
２
０
１

３
年
）。
経
済
的
に
困
る
と
い
う
の
が
最
大

の
理
由
の
よ
う
で
す
。
そ
れ
な
ら
ば
困
ら

な
い
よ
う
に
す
れ
ば
よ
い
。
私
の
提
言
は
、

第
３
子
以
降
の
出
生
に
対
し
て
育
児
資
金

前
渡
し
金
１
０
０
０
万
円
を
公
費
で
支
給

す
る
と
い
う
も
の
で
す
。
２
人
の
子
ど
も

が
い
る
人
に
と
っ
て
こ
の
制
度
は
大
き
く

出
生
を
促
進
す
る
で
し
ょ
う
。

　

こ
れ
に
よ
り
年
間
１
０
０
万
人
程
度
の

出
生
増
が
見
込
め
ま
す
。
２
０
１
３
年
の

年
間
出
生
数
は
１
０
３
万
人
で
し
た
が
、

こ
の
制
度
開
始
数
年
後
か
ら
は
毎
年
約
２

倍
の
２
０
０
万
人
と
な
る
で
し
ょ
う
。
大
正
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９
年
に
初
め
て
出
生
数
が
２
０
０
万
人
を
突

破
し
て
か
ら
、
昭
和
２４
年
の
２
６
９
万
人
を

ピ
ー
ク
に
、
第
二
次
ベ
ビ
ー
ブ
ー
ム
ま
で
実

に
５０
年
以
上
に
わ
た
り
２
０
０
万
人
前
後
の

出
生
が
続
い
た
、
あ
の
頃
の
日
本
の
水
準
に

戻
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
し
て
、
そ
の
年

代
が
出
産
期
を
迎
え
る
３０
年
後
ぐ
ら
い
ま
で

こ
の
施
策
を
続
け
れ
ば
、
５０
年
後
に
は
人
口

２
億
人
も
期
待
で
き
ま
す
。

　

そ
の
た
め
の
予
算
は
毎
年
最
大
１０
兆
円
に

な
り
ま
す
。
こ
れ
は
消
費
税
で
い
え
ば
４
％

分
。「
日
本
再
興
国
債
」
を
発
行
す
る
な
ど

の
財
源
確
保
の
方
法
も
考
え
ら
れ
ま
す
。
子

ど
も
が
一
人
前
に
成
長
す
れ
ば
、
今
後
の
医

療
革
命
に
よ
る
平
均
寿
命
の
延
び
も
あ
り
、

生
涯
で
約
４
億
円
の
国
内
総
生
産（
Ｇ
Ｄ
Ｐ
）

増
に
貢
献
す
る
で
し
ょ
う
。
国
民
負
担
率
を

５０
％
と
す
る
と
国
家
財
政
に
は
約
２
億
円
の

貢
献
と
な
り
ま
す
。
１
０
０
０
万
円
の
支
出

が
２
億
円
を
生
み
出
す
の
で
す
か
ら
投
資
効

果
は
絶
大
で
あ
り
、
究
極
の
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス

と
な
る
と
考
え
ま
す
。

　

か
つ
て
ロ
ー
マ
帝
国
も
、
少
子
化
の
危

機
に
あ
り
ま
し
た
が
、
初
代
皇
帝
ア
ウ
グ

ス
ト
ゥ
ス
が
、「
ユ
リ
ウ
ス
二
法
」
に
よ
る

徹
底
し
た
少
子
化
対
策
を
打
ち
だ
す
こ
と

に
よ
っ
て
、
そ
の
後
数
百
年
に
及
ぶ
繁
栄

を
勝
ち
取
り
ま
し
た
。

　

山
積
す
る
課
題
を
克
服
し

　

ジ
ャ
パ
ニ
ー
ズ
ド
リ
ー
ム
を

　

一
方
、
人
口
増
加
策
と
し
て
、
海
外
か
ら

の
移
民
を
受
け
入
れ
る
と
い
う
案
も
あ
り
ま

す
。
し
か
し
移
民
の
問
題
に
は
異
な
る
意
見

が
多
く
、
移
民
受
け
入
れ
の
是
非
に
終
始
し

人
口
増
の
議
論
に
結
び
つ
き
に
く
く
な
り
ま

す
。
だ
か
ら
、
私
の
提
言
は
出
生
数
の
増
加

に
限
定
し
た
人
口
増
加
策
と
し
ま
し
た
。

　

労
働
力
と
し
て
の
女
性
の
必
要
性
、
初

産
年
齢
の
遅
れ
、
保
育
所
不
足
、
待
機
児

童
問
題
な
ど
、
財
源
の
問
題
の
他
に
も
課

題
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
と
り
わ
け
育

児
支
援
は
大
き
な
カ
ギ
と
な
る
で
し
ょ
う
。

男
女
雇
用
機
会
均
等
法
な
ど
女
性
の
社
会

進
出
を
促
す
法
整
備
が
進
ん
だ
一
方
で
、

働
く
女
性
が
出
産
、
子
育
て
を
し
に
く
い

社
会
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
そ
の
結
果
少

子
化
が
進
む
。
と
い
っ
た
悪
循
環
を
断
ち

切
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

東
進
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
の
高
3
生
を
対
象
に

し
た
デ
ー
タ
を
み
る
と
、
一
人
っ
子
よ
り
も

兄
弟
の
い
る
生
徒
の
方
が
勉
強
の
量
が
多

く
、
成
績
も
伸
び
る
と
い
う
相
関
関
係
を
確

認
で
き
ま
す
。
い
い
意
味
で
の
競
争
心
が
身

近
で
育
ま
れ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

一
人
っ
子
が
よ
く
な
い
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
希
望
す
れ
ば
2
人
、
3
人
と
子
ど
も

を
産
め
る
環
境
づ
く
り
こ
そ
、
こ
れ
か
ら
の

ジ
ャ
パ
ニ
ー
ズ
ド
リ
ー
ム
と
言
え
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。
人
口
増
は
日
本
国
民
に

と
っ
て
将
来
を
明
る
く
照
ら
す
希
望
の
光
と

な
る
で
し
ょ
う
。

　

私
の
提
言
に
は
克
服
す
べ
き
課
題
は
山

積
し
、
思
い
も
よ
ら
ぬ
リ
ス
ク
も
あ
る
で

し
ょ
う
。
浅
学
菲
才
な
私
に
は
今
、
明
確

な
答
え
が
あ
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

今
回
の
提
言
が
、
長
期
的
視
点
に
立
っ
た

思
い
切
っ
た
政
策
を
打
ち
出
す
呼
び
水
に

な
り
、
国
民
全
体
で
考
え
る
き
っ
か
け
と

な
れ
ば
幸
い
で
す
。

人口増で活気あふれる社会へ
第3子以降に1000万円支給を提言

意見
広告

国
家
消
滅
の
危
機
を
回
避
し

ジ
ャ
パ
ニ
ー
ズ
ド
リ
ー
ム
を

株式会社ナガセ  代表取締役社長

永瀬 昭幸
（ながせ・あきゆき）１９４８年生まれ、東京大
学卒業。７６年株式会社ナガセを設立。大学受
験予備校の「東進ハイスクール」「東進衛星予
備校」を中核に、幼児・児童向け英語教室「東
進こども英語塾」、大学生・社会人対象の「東
進ビジネススクール」を展開。さらに中学受験
の「四谷大塚」、生涯にわたる体育事業の「イト
マンスイミングスクール」の社長・理事長も務
める。昨年より大学受験の「早稲田塾」も新た
に仲間入りし、幼児から社会人までを対象に
30万人の生徒が通う、民間企業としては最大
規模の教育機関を築く。大学生などへの起業支
援、高校生への米国大学留学支援、小、中、高
校生の全国統一テストなども実施している。

人
口
減
少
に
よ
り
、
日
本
の
国
力
は
衰
退
の
一
途
を
た
ど
る
。

国
と
し
て
自
立
し
続
け
る
唯
一
の
手
段
が
出
生
の
促
進
で
あ
る
。

人
口
増
加
に
よ
り
、
国
家
消
滅
の
危
機
を
回
避
し
、

活
気
あ
ふ
れ
る
社
会
の
実
現
へ
。

第
３
子
以
降
の
出
生
に
対
し
、

国
が
１
０
０
０
万
円
の

育
児
資
金
前
渡
し
金
を
支
給
。

①
施
行
２
年
後
か
ら
年
間
１
０
０
万
人
の
出
生
増
を
目
指
す
。

②
こ
の
施
策
を
３０
年
間
続
け
る
こ
と
に
よ
り
、

　

５０
年
後
に
は
人
口
２
億
人
も
期
待
で
き
る
。

③
こ
の
施
策
に
よ
る
国
の
支
出
は
年
間
１０ 
兆
円
程
度
を
見
込
む
が
、

　

人
口
増
が
も
た
ら
す
メ
リ
ッ
ト
の
方
が
は
る
か
に
大
き
い
。

④
た
だ
し
、
実
行
す
る
に
あ
た
っ
て
の
様
々
な
リ
ス
ク
や
課
題
を

　

国
民
全
体
で
克
服
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

提
言
の
実
行
に
よ
り
実
現
す
る
未
来

①
本
施
策
の
施
行
に
よ
り
、
人
口
増
の
期
待
感
が
広
ま
り
、

　

２
〜
３
年
後
に
は
経
済
効
果
を
生
み
始
め
、

　

究
極
の
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
と
な
る
。

②
2０
年
間
停
滞
し
続
け
て
き
た
Ｇ
Ｄ
Ｐ
が
増
加
に
転
じ
、

　

３０
年
後
に
は
倍
増
の
１
０
０
０
兆
円
に
。

③
税
収
増
に
よ
り
、
無
借
金
で
健
全
な
国
家
運
営
が
可
能
に
。

④
経
済
が
活
性
化
し
、
日
経
平
均
株
価
も
最
高
値
を
更
新
。

⑤
社
会
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
が
進
み
、
福
祉
も
充
実
。

⑥
国
際
社
会
に
お
け
る
日
本
の
存
在
感
が
高
ま
る
。

克
服
す
べ
き
課
題

①
年
間
１０
兆
円
に
の
ぼ
る
育
児
資
金
前
渡
し
金
の
財
源
確
保
。

②
女
性
の
結
婚
年
齢
の
上
昇
に
よ
る
出
産
適
齢
期
間
の
減
少
、

　

お
よ
び
高
齢
出
産
の
リ
ス
ク
の
回
避
。

③
子
ど
も
を
持
つ
女
性
が
働
く
た
め
の
制
度
・
環
境
の
整
備
。

④
育
児
支
援
＝
保
育
施
設
の
充
実
、
待
機
児
童
問
題
の
解
消
な
ど
。

⑤
世
界
の
人
口
爆
発
と
ど
う
折
り
合
い
を
つ
け
る
か
。

　

日
本
の
国
力
に
対
す
る
適
正
人
口
の
算
出
。
地
球
環
境
へ
の
配
慮
。

⑥
人
口
増
に
対
す
る
国
民
・
社
会
の
理
解
と
積
極
的
支
援
。

提
言

【図1】高校生アンケート調査
→「とてもそう思う」＋「まあそう思う」の割合

( 出典 ) 日本青少年研究所　高校生の生活意識と留学に関する調査 (2012年 )
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自国の経済は持続的に発展するだろう

自分は価値のある人間だと思う

私は努力すれば大抵のことはできる

私はダメな人間だと思うことがある

【図2】日本の総人口とGDPの将来推計
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（出典）①国立社会保障・人口問題研究所日本の将来推計人口
　　　　（平成24年1月中位推計、死亡中位仮定）
　　　②2110年以降の名目ＧＤＰは、内閣府国民経済計算
　　　　（ＧＤＰ統計）による過去20年間（1994～ 2013年）の
　　　　　1人あたり名目ＧＤＰ平均値(約 392万円 )に各年の推計
　　　　人口を掛けて算出。

1997年　　　　　2010年　　　　2110年　　　　2210年　　　　　 2310年

【人口】

480万人

【人口】

１億
2616
万人

【人口】

１億
2806
万人

【人口】
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万人

【人口】
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100年で
3分の1

【GDP】1997年
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【GDP】2010年
482兆円

【GDP】2310年
19兆円
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